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１.運営の方針 

① 高齢者の方々が、住みなれた地域で、その有する能力に応じて自立した日常生

活を継続して営むことができるよう、必要な日常生活上の援助、及び日常生活動

作訓練を行います。 

② 入居者・身元保証人等の要望を踏まえ、地域社会とのつながりを保ちながら質の

高いサービスに努めます。 

 

２.社会福祉法人の概要 

法 人 名 社会福祉法人 矢祭福祉会 

代 表 者 名 理事長 高 信 由 美 子 

住 所 福島県東白川郡矢祭町大字東舘字蔵屋敷 122 

電 話 番 号 ０２４７-４６-３３８５ 

設立年月日 平成５年８月４日 

定款の目的に定めた事業 

特別養護老人ホームユーアイホーム 

軽費老人ホーム ケアハウスせせらぎ荘 

矢祭町軽費老人ホーム櫻の苑 

老人短期入所事業 

老人デイサービス事業 

老人福祉センター 

相談支援事業 

障害福祉サービス事業 

居宅介護支援事業 

地域包括支援センター 

介護予防支援事業 

その他、これに付随する業務 

施設・拠点等 

通所介護 １カ所 

特別養護老人ホーム １カ所 

軽費老人ホーム ２カ所 

短期入所生活介護 １カ所 

認知症対応型通所介護           １カ所 

 

３.当事業所が提供するサービスについての相談窓口 

電  話 ０２４７－４６－３３００ 

担 当 者 軽費老人ホーム ケアハウス せせらぎ荘 責任者 
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４.軽費老人ホームケアハウスせせらぎ荘 介護予防特定施設入居者生活介護施設の概要 

（１） 提供できるサービスの種類 

名 称 軽費老人ホーム ケアハウス せせらぎ荘 

所 在 地 福島県東白川郡矢祭町大字東舘字蔵屋敷 122  

介護保険指定番号 介護 ０７７２９００２７０ 福島県 

 

（２）当事業所の職員体制 

 資  格 常 勤 非常勤 勤務内容 計 

責任者看護職員 兼 

機能訓練指導員 看護師 1名 (１)  兼務 
看護業務 
機能訓練業務 1名（１） 

相談員兼 
事務員 

社会福祉主事 
介護福祉士 

1名 (  ) 兼務 相談業務 
事務一般 1名（ ） 

介護支援専門
員兼介護職員 介護支援専門員 1名 (１) 兼務 介護業務 

ケアプラン作成 1名 (１) 

介護職員 
介護福祉士 

ホームヘルパー 2級 
5名 (1)  名 (  ) 介護業務 5名 (２) 

（ ）内は男性再掲  調理は外部委託 

（３）当事業所の設備の概要 

定  員  ３０ 名 機能訓練室 (会議室) １室  39㎡ 

居  室  
( ﾅｰｽｺｰﾙ／洗面所／トイレ) 

２人部屋／2室 
１人部屋／26室 

浴   室 
 

一般浴室／中間浴室 

１室 33.82㎡ 

調  理  室  １室  16㎡ ト イ レ 障害者用／2 ヵ所 

食  堂  １室  78㎡ リ ネ ン 室 １室  7.6㎡ 

宿  直  室  １室   9.1㎡   

 

５.当施設が提供するサービス 

（１）介護保険の給付対象となるサービス 

＜ サービスの概要 ＞ 

① 居室（２人部屋＝２室，１人部屋＝２６室）の提供 

② 食 堂 

・当施設では、栄養士の立てる献立表により、入居者の年齢、心身の状況 
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等によって適切栄養量及び嗜好を考慮した内容の食事を提供いたします。 

・入居者の自立支援のため、離床して食堂において食事をとっていただく 
ことを原則としています。 

・食事の際には、介護職員が入居者の心身能力を最大限に活用した食事へ 
の援助・介助を行います。 

・食事支援に必要な用品（食事エプロン、介護食器、オーバーテーブル等） 
について入居者の食事能力に応じて適切に助言いたします。 

・食事の時間帯は次のとおりです。 
朝 食：  7時 30分 ～  8時 30分(先に入室)  
昼 食： 12時 00分 ～ 13時 00分(先に入室) 
夕 食： 18時 00分 ～ 19時 00分(先に入室) 

③ 入 浴 

・入居者に対し、介護職員による入浴又は清拭を週２回以上提供いたしま 
す。 

一般入浴 ： 銭湯タイプ 

中間入浴 ： 車いすによる入浴  

      ・シャワーの使用には事前に申請が必要となります。 

         男性 5時 00分～5時 30分、18時 30分～19時 00分 

         女性 5時 30分～6時 00分、19時 00分～19時 30分 

       上記以外でシャワーを希望される際には職員にご相談ください。 

④ 排泄支援 

・ 排泄の自立支援を介護理念としています。入居者の心身能力を最大限に活
用した排泄への援助・介助を行います。 

・ 排泄支援に必要な用品（ポータブルトイレ、尿器、おむつ各種等）についてご
入居者の排泄能力に応じて適切にコーディネートいたします。 

【尿器・オムツ等については自己負担になります】 

⑤ 生活支援 

・ 入居者の心身能力を最大限に活用した着替え、移動や移乗、整容や清潔等
の日常生活についての援助・介助を行います。生活支援に必要な用品の中
で介護用品に属するもの（車いす、歩行器、移動バー）について、入居者の
生活能力に応じて適切にコーディネートいたします。 

 【介護用品は自己負担になります】 

⑥ 機能回復訓練 

・ 当施設では、機能訓練指導員（看護職員兼務）により、入居者の心身の状況
に応じて、日常生活を送るために必要な機能の回復又は減退悪化の防止を
目的とした機能訓練を実施いたします。 
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⑦ 健康管理 

・ 入居者の主治医又は嘱託医師と看護職員が連携して、健康の維持管理を行
います。又、入居者の心身の状態と病歴等も考慮し、入居者ごとに健康管理
計画を策定します。 

・ 看護職員による定期的なバイタルチェックと服薬剤の管理及び日常的な療養
サービス（療養指導の範囲内）を受けることができます。 

☆ バイタルチェック等で異常があった場合には、主治医、身元保証人

に報告、協議のうえ対処方法を決定いたします。 

⑧ 生活相談 

・ 生活相談員が、入居者の介護や生活に関する相談に応じます。 

・ 生活相談員は、入居者や身元保証人等からの施設運営や契約に関するご
意見を受け付け、ご質問にお答えいたします。 

☆生活相談員は、当施設に関する「苦情や相談」の窓口となって 

います。 

⑨ 緊急時の対応 

        ・急病若しくは火災等緊急避難を要する事態が発生した場合に備えて、常 

         に万全の体制がとれるよう配慮します。 

⑩ レクリエーション 

        ・生活が健康で明るいものとなるよう、趣味・教養娯楽・交流行事を提供 

         します。 

 

６. 施設利用に当たっての留意事項 

種  類 内               容 

来訪・面会 １.入居者に面会･商用のため来訪者があった時は、その都度面会／

商用届けに記入してください。 

２.体調不良の場合はご遠慮下さい。 

外出・外泊 １．入居者は、外出・外泊する際には家族対応となります。また、指定

日までに外出･外泊先等を施設に届け出てください。 

２．門限については特に設けていません。他人の迷惑にならないよう

にしてください。２０：００以後の帰荘になる時は必ずご連絡下さい。

（門が閉まってしまう為） 

入居者留意事項 １．入居者は、相互に親睦と信頼を深め、善き隣人として融和し、他人

の人権を無視するような言動がないように気をつけてください。 

２．ベランダは災害･非常時の避難経路となりますので、避難に支障

が出ないように充分注意してご利用下さい。 

３．テレビ・ラジオ等音響機器の夜間における利用は、他の入居者の
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迷惑にならないようボリュームを落としてご利用してください。 

４．入浴に際しては、他の入居者も利用することを考え清潔の維持に

留意してください。 

５．食堂に、新鮮な漬け物・缶詰･瓶詰め・練り製品等以外の持込を原

則禁止します。（特に生もの類）ただし、持ち込んだ物についてはご

自分のみで食べてください。（他入居者へ配る等の行為はご遠慮く

ださい。）更に、食堂にて提供された食物の持ち帰りも原則禁止と

なります。 

専用居室 １．居室の清掃等は自立支援に基づき入居者本人が出来ないところ

を職員がお手伝いいたします。 

２．居室のゴミは職員が回収いたします。廃棄物については、入居者

本人か家族が処分してください。 

３．火災予防の観点から、居室内での石油ストーブ・電気ストーブ・オ

ーブン・ロウソク･線香等火災の原因となり得る物の使用を禁止しま

す。 

部外者の利用 家族等の外来者が宿泊するときは、事務所へ声をかけてください。 

施設内禁止事項 １．けんか・暴行・賭博・口論・中傷・泥酔など他の人に迷惑をかける

行為。 

２．下着や、寝巻きのまま廊下や共用施設を利用する行為。 

３．建物、備品、樹木などを損傷する行為。 

４．ペットを飼育する行為。 

５．宗教活動、政治活動、物品販売などの行為。 

６．無断外出･外泊行為。 

７．無断で他居室やベランダへ入る行為。 

８．入居者間で金銭の貸し借りをする行為。 

９. せせらぎ荘敷地内での喫煙。 

１０．その他、施設の秩序や風紀を乱す行為や共同生活に著しく支障

を来たす行為。 

金銭・ 

貴重品の管理 

施設金庫にてお預かり可能です。別途契約が必要となります。 

受診 施設職員での対応も可能です。但し、事前にご相談ください。 
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７.料 金 

（１）基本料金 

① 介護予防特定施設入居者生活介護利用料 

下記は負担額が１割の場合の例 

 １日あたりの利用料金 
介護保険適用時の 

１日あたりの自己負担額 

要支援１ １，８２０ 円 １８２円 

要支援２ ３，１１０ 円 ３１１円 

       ※介護負担割合証に明記された１～３割の額での請求となります。 

② サービス提供体制強化加算（長期勤続職員による強化）1日 6円 × 日数 

③ 介護職員処遇改善加算  総単位数（①＋②）×８.２％ 

④ 介護職員等特定処遇改善加算  総単位数（①＋②）×１.２％ 

⑤ 介護職員等ベースアップ等支援加算 総単位数（①＋②）×1.5％ 

⑥ 生 活 費 １ヵ月当たり ４４，５１３円 
  

⑦ 事 務 費 １ヵ月当たり １０，０００ 円 ～ ２５，８６４ 円 
（ 前年の収入によって決まります ） 

⑧ 管 理 費 １ヵ月当たり ２２，０００ 円 

 
⑨ 電 気 料   基本料金＋使用分 

 

⑩ 水 道 料   町からの請求額を施設負担分、入居者負担分で折半します。 
入居者負担分を請求月の入居者数で割り請求させていただきま 
す。 

 

⑪ そ の 他 特別食（療養費）、行事参加費、理・美容代等は別途料金がか
かります。 

 

〇資料の提出 

① 入居時及び毎年度、利用料設定に要する次の書類を提出してください。 

イ． 前年分の所得税の確定申告の写し又は、年金通知の写し又は、源泉徴収票で収入を説明でき

る書類。 

ロ． 利用料を縁故者が負担する場合は、その縁故者の収入を証明できる書類。 

ハ． 必要経費（租税・医療費・社会保険料等の領収書等）を証明できる書類。 



 - 8 - 

ニ． その他、施設が指定する書類。 

注２ 国、県のケアハウス設置運営要綱改正に伴い、事務費・生活費につきましては改定される場合がありま

す。 

注３ 夫婦で入居する場合については、夫婦の収入及び必要経費を合算し、合計額の２分の１をそれぞれ

個々の対象収入とし、その額が１５０万円以下に該当する場合の夫婦それぞれの事務費に関する費用徴

収額については、前表の額から３０パーセント減額した額とします。 

注５ 外泊･外出による欠食があった場合は下記の金額を減免します。（ただし、指定期日までに届出があった

場合のみとします）  食費   朝食：２００円  昼食：２５０円  夕食：２５０円 

  ※指定期日→朝食：前日１６時まで  昼食：当日８時３０分まで  夕食：当日１４時３０分まで 

 

（２）利用料の請求及び支払い 

 利用料の請求書は毎月10日頃までに発行します。利用料は毎月20日（休日の場合
は翌営業日）施設が指定する金融機関（福島銀行・矢祭支店）より口座引き落としとさ
せて頂きます。 
 

（３）償還払い 

入居者が、施設入居時に要介護認定を受けていない場合には、サービス料金の全額
をいったんお支払いいただきます。要介護認定後、自己負担分を除く金額が介護保険
から払い戻されます。 

 

８.預り金 

 施設を退居される際に居室のクリーニング代、経年劣化等の補修・修繕等の費用は入居

者又は身元保証人に全額をご負担いただき補修・修理を行っていただきます。その費用分

として入居時に１００,０００円の一時預り金を預からせていただきます。 

入居時一時預り金及び毎月徴収する預り金（又は契約更新時の預り金）は退居時まで施

設で預からせていただきます。退居され、補修・修繕等の費用を差し引き残金は返却し、不

足が出た際には新たに徴収させていただきます。 

契約更新時の徴収方法は下記のとおりです。 

〇徴収方法 

① 毎月２,０００円預ける 

   →毎月の利用請求に合わせ請求させていただきます。利用料金と一緒に指定の口座より引き落としとさせ

ていただきます。 

② 契約更新時に１００,０００円預ける 

 →契約更新時（初回契約日より５年ごと）に入居時同様現金でお預かりいたします。 

  

９.身元保証人 

 （１）身元保証人は２名とします。（印鑑登録証明書添付） 

 （２）身元保証人は、入居者に債務不履行があったときは連携して履行の責を負うとともに、
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必要なときは、入居者の身柄を引き取る責任を負います。 

 （３）身元保証人の住所又は氏名を変更した時は、速やかに施設に通知をしてください。 

 

 

１０．居室内の造作・模様替え・補修の制限と原状回復の義務 

 （１）造作・模様替え改修は施設の承諾を得てください。 

 （２）費用は入居者の負担となります。 

 

１１. 居室取り替え費用 

退居時には使用されていた居室内の下記に定めた場所を入居者又は身元保証人に全 

額ご負担いただき補修・修繕を行っていただきます。 

居住年数、使い方によっては下記内容以外に補修工事が必要になる場合もありますので

居室は綺麗に使用してください。 

  【和室を使用されていた場合】 

    ・畳の張り替え 

    ・障子・襖・壁紙の貼り替え 

    ・業者による居室内の清掃（エアコンクリーニング含む） 

    ・カーペットのクリーニング（施設備品使用時のみ） 

  【洋室を使用されていた場合】 

    ・床、壁紙の貼り替え 

    ・業者による居室内の清掃（エアコンクリーニング含む） 

    ・カーテン、カーペットのクリーニング（施設備品使用時のみ） 

注1 カーテン、カーペットは使用年数及び使い方によっては新しい物を購入していただく場合もあります。 

 

１２. 個人情報の保護 

 （１）職員は、入居者の個人情報について「個人情報の保護に関する法律」及び厚生労働

省が策定した「医療・介護従事者における個人情報の適切な取り扱いの為のガイドライ

ン」を遵守し、適切な取り扱いに努めます。 

 （２）職員が得た入居者の個人情報については、原則として施設の介護サービスの提供以

外の目的で利用しないものとし、外部への情報提供については必要に応じて、入居者

又は身元保証人の了解を得るものとします。 

 

１３．高齢者虐待の防止 

 入居者等の人権擁護・虐待防止の為に、次に掲げるとおり必要な措置を講じます。 

 （１）研修等を通じて、職員の人権意識の向上や知識や技術の向上に努めます。 

 （２）職員が支援にあたっての悩みや苦労を相談できる体制を整えるほか、職員が入居者

等の権利擁護に取り組める環境整備に努めます。 
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１４.非常災害対策 

・ 防災時の対応  人命救助を第一とし、防災計画に基づき迅速に対応しま

す。 

・ 防 災 設 備  自動火災通報装置／誘導灯設備／火災通報装置設備 

／粉末消火器 

・ 防 災 訓 練  避難訓練／非常通報訓練 

・ 防火管理者  藤 田 富 生 

 

１５.苦情の受付 

① 入居者及び身元保証人等からの当施設に関する苦情やご相談について以下の専

用窓口を設けています。 

＊ 苦情解決責任者 

施 設 長  金 澤 健 至 

＊ 苦情解決第三者委員 

佐 川 玲 子  ０２４７－４６－２０５１ 

菊 池  貞 幸    ０２４７－４６－２５７７ 

＊ 苦情受付け窓口 

責任者兼看護職員兼機能訓練指導員 

吉 成 忠 一   

              生活相談員兼事務員 

                寺 島 久 美 

        受付時間 午前９：００～午後６：００ 

         電話   ０２４７－４６－３３００ 

         FAX    ０２４７－４６－４４００ 

         E-mail    seseragiso-yamatsuri@orion.ocn.ne.jp 

②行政機関その他の外部苦情受付機関 

福島県社会福祉協議会  ０２４－５２３－１２５１ 

福島県国民健康保険団体連合会  ０２４－５２３－２７００ 

矢祭町役場 介護保険係  ０２４７－４６－４５８１ 

 

１６.事故発生時及び緊急時の対応 

 事故が発生した場合や体調の変化等があった場合には、状態の確認および応急処置
に取り組みます。（主治医や看護師と連携）下記に定める緊急連絡先に連絡し、必要時
には協力医療機関等へ迅速に搬送し対応いたします。ただし、緊急連絡先に連絡がつ
かない場合は施設の判断により処置致します。 
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【 第１順位 】 

住  所                            

氏
ふり

  名
がな

                            

電話番号               続 柄          

 

１７.身体拘束について 

 当施設では、身体拘束廃止委員会を設置しています。原則として入居者に対して身体

拘束を行いません。ただし、入居者又は他人の生命・身体に対して危険が及ぶため、緊

急やむを得ない場合は、入居者及び身元保証人に対して説明し同意を得た上で、次に

揚げる事項に留意し、必要最小限の範囲で行うことがあります。身体拘束を行う場合には

次の手続きにより行います。 

② 「身体拘束に関する説明書・経過観察記録」に身体拘束にかかる容態及び時間、そ

の際の入居者の心身の状況並びに緊急やむを得なかった理由等を記録します。 

（１） 緊急性・・・・・・・直ちに身体拘束を行わなければ、入居者本人又は他人の

生命・身体に対して危険が及ぶことが考えられる場合に限

ります。 

（２） 非代替性・・・・・・身体拘束以外に入居者本人又は他人の生命・身体に対し

て危険が及ぶことを防止することが出来ない場合に限りま

す。 

（３） 一時性・・・・・・・・入居者本人又は他人の生命・身体に対して危険が及ぶこ

とがなくなった場合は、直ちに身体拘束を解きます。 

③ 入居者又は身元保証人に説明し、その方法がなかったか改善方法を検討します。 

④ 身体拘束の解除、（改善方法）期間の見直し等について、最大１ヶ月に１回は検討

を行い、入居者又は身元保証人に説明を行い同意を得ます。 

 

 １８.福祉サービス第三者評価の実施状況について 

  福祉サービス第三者評価とは、社会福祉法第７８条の規定に基づき、社会福祉事業の

経営者の提供するサービスの質を公平中立な第三者機関が客観的・専門的な立場から

評価するものです。 
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  社会福祉事業が提供するサービスの課題等を把握し、福祉サービスの質の向上への取

り組みを促進すること、福祉サービス第三者評価を受けた結果が公表されることにより、

入居者のサービス選択を支援することを目標としています。 

 

実施の有無 無 

実施した直近の年月日  

第三者評価機関名  

評価結果の開示状況  

 

 13．その他 
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令和   年   月   日 

特定施設入居者生活介護の提供開始にあたり、入居者に対して契約書および本書面に

基づいて重要な事項を説明しました。 

 

事 業 者  福島県東白川郡矢祭町大字東舘字蔵屋敷１２２ 

 社会福祉法人 矢祭福祉会 
 理 事 長  高 信 由 美 子          印 
  
説明者所属  軽費老人ホームケアハウスせせらぎ荘 

職 種  責任者兼看護職員兼機能訓練指導員 

 吉 成 忠 一     印 

                   生活相談員兼事務員 

                           寺 島 久 美     印 

 

私は、契約書および本書面に基づいて、事業者から特定施設入居者生活介護事業につ

いての重要事項の説明をうけました。 

契 約 者  住  所  

（入居者） 

 氏
ふり

  名
がな

 ㊞ 

身元保証人 １.住  所  

 氏
ふり

  名
がな

 ㊞ 

 入居者との続柄                   

           ２.住  所  

氏
ふり

  名
がな

                               ㊞ 

入居者との続柄         


